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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 668,912 △0.4 9,807 △31.7 4,530 △52.9 △11,197 －

2024年３月期 671,688 3.9 14,367 － 9,622 － 4,472 －

（注）包括利益 2025年３月期 △4,461百万円（－％） 2024年３月期 18,552百万円（－％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年３月期 △67.29 － △4.6 0.5 1.5

2024年３月期 26.89 － 1.9 1.0 2.1

（参考）持分法投資損益 2025年３月期 67百万円 2024年３月期 143百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期 886,066 249,713 26.7 1,422.46

2024年３月期 939,745 260,086 26.4 1,488.64

（参考）自己資本 2025年３月期 236,720百万円 2024年３月期 247,663百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2025年３月期 44,649 △20,901 △35,486 112,872

2024年３月期 59,297 △26,543 △13,612 123,750

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年３月期 － 7.00 － 9.00 16.00 2,682 59.0 1.1

2025年３月期 － 7.00 － 7.00 14.00 2,346 － 1.0

2026年３月期（予想） － 7.00 － 7.00 14.00 46.6

１．2025年３月期の連結業績（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　2022年10月28日）を2025年３月期の期
首から適用しており、2024年３月期の連結財務諸表は遡及適用後の数値を記載しています。

（２）連結財政状態

（注）「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日）等を2025年３月期の
期首から適用しており、2024年３月期の連結財務諸表は遡及適用後の数値を記載しています。

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況



（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 325,000 △2.6 6,500 75.3 2,500 187.1 0 － 0.00

通期 670,000 0.2 22,000 124.3 14,000 209.0 5,000 － 30.05

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期 169,012,926株 2024年３月期 169,012,926株

②  期末自己株式数 2025年３月期 2,596,936株 2024年３月期 2,643,771株

③  期中平均株式数 2025年３月期 166,397,140株 2024年３月期 166,316,830株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 494,896 1.9 5,592 △38.8 235 △97.5 △32,663 －

2024年３月期 485,865 8.3 9,133 － 9,496 － 5,141 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期 △195.89 －

2024年３月期 30.85 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期 747,251 179,909 24.1 1,078.85

2024年３月期 801,151 216,174 27.0 1,296.68

（参考）自己資本 2025年３月期 179,909百万円 2024年３月期 216,174百万円

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

※  注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更：有

新規  －社  （社名）、除外  1社  （社名）東京紙パルプインターナショナル株式会社

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

　期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式には、取締役及び従業員向け株式交付信託が保有

する当社株式を自己株式に含めて記載しています。なお、2024年３月期の期中平均株式数の算定上控除する自己株

式には、当該株式交付信託に加え、従業員持株会信託型ESOPの導入に伴い設定した持株会信託が保有する当社株式

も自己株式に含めて記載しています。

（参考）個別業績の概要

１．2025年３月期の個別業績（2024年４月１日～2025年３月31日）

（２）個別財政状態

＜個別業績の前期実績値との差異理由＞

　主に原燃料価格の高止まりや物流費の上昇等により、営業利益、経常利益について前事業年度の実績値と当事業年度の

実績値との間に差異が生じております。また、上記要因に加え、関係会社株式評価損及び関係会社出資金評価損を計上し

たことで当期純利益について前事業年度の実績値と当事業年度の実績値との間に差異が生じております。

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

２．決算補足説明資料は、下記当社ウェブサイトに掲載を予定しています。

https://www.daio-paper.co.jp/ir/ir_news/
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売上高 668,912百万円 （前年同期比　　　0.4％減）

営業利益 9,807百万円 （前年同期比　　 31.7％減）

経常利益 4,530百万円 （前年同期比　　 52.9％減）

親会社株主に帰属する

当期純損失（△）
△11,197百万円

（前年同期は親会社株主に帰属する

当期純利益　4,472百万円）

売上高 351,166百万円 （前年同期比　　　1.2％減）

セグメント利益 8,887百万円 （前年同期比　　 44.4％減）

売上高 295,188百万円 （前年同期比　　　0.7％増）

セグメント損失（△） △1,367百万円 （前年同期はセグメント損失△4,087百万円）

１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当社グループは、経営理念“世界中の人々へ やさしい未来をつむぐ”の実現に向け、2035年をターゲットとする

長期ビジョン「Daio Group Transformation 2035」を策定し、当連結会計年度より開始する第５次中期事業計画

（対象期間は2024年度から2026年度）において「営業キャッシュ・フロー創出力強化」「将来成長のための厳選し

た投資の実行」「財務基盤の強化」をテーマに掲げ、経営基盤の再構築に向けて各施策を実行しています。

　当連結会計年度の連結業績については、売上高は前年同期並みとなったものの、紙・板紙事業における国内需要

の減退及び原燃料価格の高止まり等の影響に加え、ホーム＆パーソナルケア事業の海外事業では構造改革を推進中

であり、営業利益・経常利益は減益となりました。親会社株主に帰属する当期純利益は、これらに加え、在外子会

社株式並びに固定資産の一部譲渡に伴う損失見込額を計上したこと等により減益となりました。

　当連結会計年度の連結業績は、以下のとおりです。

　セグメントの状況は、次のとおりです。

①　紙・板紙

　紙・板紙事業において、新聞用紙はデジタル化の進展やネット広告の定着化等といった構造的要因により

発行部数及び頁数が減少しており、販売数量・売上高ともに前年同期を下回りました。

　洋紙（新聞用紙を除く）は国内需要の減退は継続していますが、輸出販売増加により販売数量は前年同期

を上回り、売上高は前年同期並みとなりました。

　包装用紙は需要が減少する中、環境配慮型製品や機能材分野及び輸出販売の増加により、販売数量・売上

高ともに前年同期を上回りました。

　板紙・段ボールは国内段ボール需要の低迷が継続していることに加え、輸出販売も中国及び東南アジア市

場の停滞の影響を受けたこと等により、販売数量・売上高ともに前年同期を下回りました。

　これらの結果、紙・板紙事業では、売上高は前年同期並みとなり、セグメント利益は前年同期を下回りま

した。

②　ホーム＆パーソナルケア

　ホーム＆パーソナルケア事業において国内事業では、衛生用紙は需要が拡大するソフトパックティシュー

や長尺トイレットペーパー等の付加価値商品の販売が伸長するとともに、原燃料価格や物流費高騰を背景に

した価格改定の浸透により、売上高は前年同期を上回りました。紙加工品については価格改定の定着化に取

り組むとともに、生活者の要望を反映した新商品やリニューアル品が好評を得たほか、フェミニンケアやベ

ビーケアでの企画品連続投入及び好調なヘルスケア関連商品が販売拡大を牽引しました。また、ペットケア

は販売から１年が経ち、日本で唯一（注）のパンツタイプの犬用おむつを中心に導入店舗やEC市場において

ユーザーの獲得が着実に進むとともに取扱店舗も増加したことから、販売数量・売上高ともに前年同期を上

回りました。

（注）サイズ調整可能でお腹まわりにポケット構造ができるパンツ形状おむつとして先行技術調査及び

Mintel GNPDを用いた当社調べ（2023年４月）
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売上高 22,557百万円 （前年同期比　　　3.3％減）

セグメント利益 2,221百万円 （前年同期比　　　8.2％減）

品種 数量 金額 動向

新聞用紙 － － 新聞発行部数及び頁数の減少

洋紙 ＋ → 国内の需要減少、輸出販売の増加

包装用紙 ＋ ＋
産業分野の回復、脱プラ・減プラ製品や機能材分野及び輸出販売の
増加

板紙・段ボール － － 段ボール需要の減少、輸出販売の減少

品種 数量 金額 動向

ファミリーケア
（衛生用紙）

→ ＋
ソフトパックティシュー、長尺トイレットペーパー等の付加価値商品
の販売伸長、価格改定の浸透

ベビーケア ＋ ＋ 紙おむつの新商品導入店舗拡大、価格改定の浸透

ヘルスケア ＋ ＋
価格改定の浸透、夜用パンツや産学連携商品等の高機能・高付加価値
商品の販売伸長、病院・介護施設への導入拡大

フェミニンケア ＋ ＋
ショーツタイプの販売伸長、夜用ナプキンの販売回復、
価格改定の浸透

ハウスホールドケア
（ウエットワイプ）

－ →
除菌関連商品の需要減少、トイレクリーナーの販売伸長、
価格改定の浸透

ペットケア ＋ ＋
商品使用ユーザー数の増加、「犬用おむつ」、「猫用システムトイ
レ」を中心に商品導入店舗の拡大による販売伸長

　海外事業では、ブラジルにおいて、衛生用紙、ベビーケア、フェミニンケア等の付加価値商品の販売が伸

長し、中国・タイでは、付加価値商品を中心にフェミニンケアの拡販が進みました。一方、ブラジルレアル

安等の為替換算影響があり海外事業全体の売上高は前年同期を下回りました。

　これらの結果、ホーム＆パーソナルケア事業の売上高は前年同期並みとなり、セグメント損失は縮小しま

した。

③　その他

　主に売電事業、機械事業、木材事業及び物流事業であり、木材事業における海外での木材チップの販売減

少等により、売上高及びセグメント利益は前年同期を下回りました。

＜主要品種別販売数量・金額増減要因＞

紙・板紙セグメント

ホーム＆パーソナルケアセグメント（国内）

（２）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度末の総資産は、現金及び預金や機械装置及び運搬具の減少等により、前連結会計年度末に比べ

53,679百万円減少し、886,066百万円となりました。

　負債は社債や借入金の減少等により、前連結会計年度末に比べ43,306百万円減少し、636,352百万円となりまし

た。

　純資産は為替換算調整勘定の増加があるものの、利益剰余金の減少等により、前連結会計年度末に比べ10,373百

万円減少し、249,713百万円となりました。

　この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ0.3ポイント上昇し、26.7％となりました。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度末の現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末と比較して10,878百

万円減少し、112,872百万円となりました。

　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により獲得した資金は、44,649百万円（前連結会計年度比14,648百万円の獲得の減少）となりました。

これは主に、減価償却費44,815百万円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により支出した資金は、20,901百万円（前連結会計年度比5,641百万円の支出の減少）となりました。こ

れは主に、有形固定資産の取得による支出32,407百万円、有形固定資産の売却による収入10,327百万円によるもの

です。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により支出した資金は、35,486百万円（前連結会計年度比21,874百万円の支出の増加）となりました。

これは主に、長期借入れによる収入71,700百万円、長期借入金の返済による支出90,478百万円、社債の償還による

支出10,136百万円によるものです。

（４）今後の見通し

　当社グループを取り巻く事業環境は、国内外において景気の不透明感が続く中、原燃料価格の高止まりや物流費

の上昇、人手不足によるコスト増加等に加え、新聞用紙、印刷用紙等のグラフィック用紙の市場縮小の傾向が顕著

であり、引き続き厳しい状況が想定されます。一方、脱プラスチック・減プラスチックへの取り組みの加速等、持

続可能な資源利用を目指す市場の広がりは、紙製品の需要拡大も期待されます。

　このような状況下において当社グループは、紙・板紙事業では国内生産子会社のいわき大王製紙においてバイオ

マスボイラーの復旧を予定しており、環境負荷低減及びエネルギーコスト改善を見込んでいます。また、今後の成

長を担うホーム＆パーソナルケア事業について、国内では、各カテゴリーにおける高付加価値商品の拡販や価格改

定の浸透、ペットケア事業の拡大に取り組んでまいります。海外では、前期に実施した中国事業における構造改革

効果の早期発現を目指すなど、海外事業全体の再構築を進め、経営基盤の強化を図ってまいります。

　これらの取り組みにより、2026年３月期の連結業績については、売上高670,000百万円、営業利益22,000百万円、

経常利益14,000百万円、親会社株主に帰属する当期純利益5,000百万円を予想しています。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸

表を作成する方針です。

　なお、IFRS（国際財務報告基準）の採用については、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針です。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2024年３月31日）

当連結会計年度
（2025年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 124,023 113,189

受取手形、売掛金及び契約資産 111,446 104,041

商品及び製品 63,671 59,467

仕掛品 9,700 10,519

原材料及び貯蔵品 43,979 42,800

その他 23,520 31,019

貸倒引当金 △152 △155

流動資産合計 376,189 360,882

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 279,700 275,312

減価償却累計額 △176,494 △179,536

建物及び構築物（純額） 103,205 95,775

機械装置及び運搬具 1,034,797 1,025,729

減価償却累計額 △831,182 △847,133

機械装置及び運搬具（純額） 203,615 178,596

土地 87,823 85,093

建設仮勘定 12,464 27,184

その他 44,277 45,566

減価償却累計額 △22,871 △23,507

その他（純額） 21,406 22,058

有形固定資産合計 428,515 408,708

無形固定資産

のれん 45,267 38,702

その他 35,767 29,856

無形固定資産合計 81,034 68,559

投資その他の資産

投資有価証券 23,561 21,382

繰延税金資産 9,111 6,060

退職給付に係る資産 2,392 3,050

その他 18,994 17,508

貸倒引当金 △121 △122

投資その他の資産合計 53,938 47,879

固定資産合計 563,488 525,147

繰延資産 67 36

資産合計 939,745 886,066

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2024年３月31日）

当連結会計年度
（2025年３月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 84,812 79,929

短期借入金 15,176 13,767

コマーシャル・ペーパー 15,000 15,000

１年内償還予定の社債 10,136 15,000

１年内返済予定の長期借入金 91,117 82,739

未払金 26,901 28,448

未払法人税等 6,395 3,409

賞与引当金 5,609 5,181

役員賞与引当金 83 73

事業構造改善引当金 － 3,278

その他 25,985 19,874

流動負債合計 281,218 266,702

固定負債

社債 35,000 20,000

長期借入金 308,400 298,131

繰延税金負債 5,635 5,943

退職給付に係る負債 24,024 22,875

株式給付引当金 664 812

その他 24,714 21,887

固定負債合計 398,440 369,649

負債合計 679,659 636,352

純資産の部

株主資本

資本金 53,884 53,884

資本剰余金 55,112 55,112

利益剰余金 118,529 101,348

自己株式 △3,277 △3,205

株主資本合計 224,249 207,139

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,749 5,696

繰延ヘッジ損益 △42 78

為替換算調整勘定 14,974 20,874

退職給付に係る調整累計額 1,731 2,931

その他の包括利益累計額合計 23,414 29,580

非支配株主持分 12,422 12,992

純資産合計 260,086 249,713

負債純資産合計 939,745 886,066
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

当連結会計年度
（自　2024年４月１日

至　2025年３月31日）

売上高 671,688 668,912

売上原価 528,471 524,895

売上総利益 143,217 144,016

販売費及び一般管理費 128,849 134,208

営業利益 14,367 9,807

営業外収益

受取利息 887 1,081

受取配当金 445 503

持分法による投資利益 143 67

貸船料 218 800

デリバティブ評価益 － 1,662

その他 4,499 3,799

営業外収益合計 6,193 7,914

営業外費用

支払利息 6,321 5,890

為替差損 － 3,339

デリバティブ評価損 2,088 －

その他 2,528 3,962

営業外費用合計 10,938 13,191

経常利益 9,622 4,530

特別利益

固定資産売却益 43 5,039

投資有価証券売却益 3,105 1,530

受取保険金 1,516 797

その他 611 164

特別利益合計 5,276 7,531

特別損失

固定資産除売却損 1,064 728

減損損失 1,311 5,233

災害による損失 770 221

事業構造改善費用 － 7,292

その他 733 563

特別損失合計 3,880 14,039
税金等調整前当期純利益又は
税金等調整前当期純損失（△）

11,018 △1,977

法人税、住民税及び事業税 6,835 6,176

法人税等調整額 △2,052 1,544

法人税等合計 4,782 7,720

当期純利益又は当期純損失（△） 6,236 △9,697

非支配株主に帰属する当期純利益 1,763 1,499

親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失（△）

4,472 △11,197

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

当連結会計年度
（自　2024年４月１日

至　2025年３月31日）

当期純利益又は当期純損失（△） 6,236 △9,697

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,712 △1,084

繰延ヘッジ損益 △412 160

為替換算調整勘定 9,287 4,922

退職給付に係る調整額 660 1,201

持分法適用会社に対する持分相当額 68 36

その他の包括利益合計 12,316 5,236

包括利益 18,552 △4,461

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 15,655 △5,027

非支配株主に係る包括利益 2,897 565

（連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 53,884 55,112 117,493 △3,600 222,890

会計方針の変更による累積的
影響額

289 289

超インフレの調整額 △1,044 △1,044

当期首残高（調整後） 53,884 55,112 116,739 △3,600 222,135

当期変動額

剰余金の配当 △2,682 △2,682

親会社株主に帰属する
当期純利益

4,472 4,472

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 323 323

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 1,790 323 2,113

当期末残高 53,884 55,112 118,529 △3,277 224,249

その他の包括利益累計額
非支配株主

持分
純資産合計その他

有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算調整
勘定

退職給付に
係る調整
累計額

その他の包括
利益累計額

合計

当期首残高 3,968 329 6,907 1,026 12,231 9,549 244,670

会計方針の変更による累積的
影響額

289

超インフレの調整額 △1,044

当期首残高（調整後） 3,968 329 6,907 1,026 12,231 9,549 243,916

当期変動額

剰余金の配当 △2,682

親会社株主に帰属する
当期純利益

4,472

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 323

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

2,781 △371 8,067 705 11,182 2,873 14,056

当期変動額合計 2,781 △371 8,067 705 11,182 2,873 16,170

当期末残高 6,749 △42 14,974 1,731 23,414 12,422 260,086

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 53,884 55,112 118,529 △3,277 224,249

会計方針の変更による累積的
影響額

4 4

超インフレの調整額 △3,305 △3,305

当期首残高（調整後） 53,884 55,112 115,227 △3,277 220,947

当期変動額

剰余金の配当 △2,682 △2,682

親会社株主に帰属する
当期純損失（△）

△11,197 △11,197

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 71 71

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － △13,879 71 △13,807

当期末残高 53,884 55,112 101,348 △3,205 207,139

その他の包括利益累計額
非支配株主

持分
純資産合計その他

有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算調整
勘定

退職給付に
係る調整
累計額

その他の包括
利益累計額

合計

当期首残高 6,749 △42 14,974 1,731 23,414 12,422 260,086

会計方針の変更による累積的
影響額

△4 △4 －

超インフレの調整額 △3,305

当期首残高（調整後） 6,745 △42 14,974 1,731 23,410 12,422 256,780

当期変動額

剰余金の配当 △2,682

親会社株主に帰属する
当期純損失（△）

△11,197

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 71

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

△1,048 120 5,899 1,199 6,170 570 6,740

当期変動額合計 △1,048 120 5,899 1,199 6,170 570 △7,067

当期末残高 5,696 78 20,874 2,931 29,580 12,992 249,713

当連結会計年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

当連結会計年度
（自　2024年４月１日

至　2025年３月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は
税金等調整前当期純損失（△）

11,018 △1,977

減価償却費 45,124 44,815

減損損失 1,311 5,233

事業構造改善費用 － 7,292

のれん償却額 3,803 3,622

持分法による投資損益（△は益） △143 △67

投資有価証券売却損益（△は益） △3,104 △1,526

退職給付に係る資産及び負債の増減額 119 △3

受取利息及び受取配当金 △1,332 △1,584

支払利息 6,321 5,890

為替差損益（△は益） △2,808 2,140

デリバティブ評価損益（△は益） 2,088 △1,662

受取保険金 △1,516 △797

有形固定資産売却損益（△は益） △11 △5,006

有形固定資産除却損 1,033 695

売上債権の増減額（△は増加） △4,978 8,192

棚卸資産の増減額（△は増加） △2,600 5,330

仕入債務の増減額（△は減少） △5,589 △3,258

未払金の増減額（△は減少） 30 △653

未収消費税等の増減額（△は増加） 8,104 △2,784

未払消費税等の増減額（△は減少） 6,595 △3,867

その他の資産・負債の増減額 △3,069 △3,240

その他 △1,098 252

小計 59,297 57,034

利息及び配当金の受取額 1,608 1,831

利息の支払額 △6,217 △5,956

補助金の受取額 1,103 289

保険金の受取額 1,482 794

法人税等の支払額 △2,395 △9,416

法人税等の還付額 4,418 72

営業活動によるキャッシュ・フロー 59,297 44,649

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △31 △51

有形固定資産の取得による支出 △30,101 △32,407

有形固定資産の売却による収入 521 10,327

無形固定資産の取得による支出 △1,105 △807

投資有価証券の売却による収入 4,496 2,316

貸付けによる支出 △1,033 △1,063

貸付金の回収による収入 879 1,063

その他 △169 △280

投資活動によるキャッシュ・フロー △26,543 △20,901

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

当連結会計年度
（自　2024年４月１日

至　2025年３月31日）

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,517 △1,535

長期借入れによる収入 75,031 71,700

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少） △5,000 －

長期借入金の返済による支出 △80,465 △90,478

社債の償還による支出 △56 △10,136

自己株式の売却による収入 144 71

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △2,771 △2,412

配当金の支払額 △2,682 △2,682

その他 669 △14

財務活動によるキャッシュ・フロー △13,612 △35,486

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,225 851

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 21,367 △10,887

現金及び現金同等物の期首残高 102,405 123,750

超インフレによる調整額 △21 9

現金及び現金同等物の期末残高 123,750 112,872
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下、「2022年

改正会計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用しています。

　従来、所得等に対する法人税、住民税及び事業税等（以下、「法人税等」という。）について、法令に従い算

定した額を損益に計上することとしていましたが、所得に対する法人税等について、その発生源泉となる取引等

に応じて、損益、株主資本及びその他の包括利益に区分して計上することとし、その他の包括利益累計額に計上

された法人税等については、当該法人税等が課される原因となる取引等が損益に計上された時点で、これに対応

する税額を損益に計上することとしました。なお、課税の対象となった取引等が、損益に加えて、株主資本又は

その他の包括利益に関連し、かつ、株主資本又はその他の包括利益に対して課された法人税等の金額を算定する

ことが困難である場合には、当該税額を損益に計上しています。

　当該法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第

20－３項ただし書きに定める経過的な取扱いに従い、適用初年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した

場合の適用初年度の累積的影響額を、適用初年度の期首の利益剰余金に加減するとともに、対応する金額をその

他の包括利益累計額に加減しています。

　この結果、当連結会計年度の連結株主資本等変動計算書において「利益剰余金」の当期首残高が４百万円増加

し、その他の包括利益累計額の「その他有価証券評価差額金」の当期首残高が同額減少しています。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合に係る税効果の

取扱いについて、当該子会社株式等を売却した企業の財務諸表において、当該売却損益に係る一時差異に対して

繰延税金資産又は繰延税金負債が計上されているときは、従来、連結決算手続上、当該一時差異に係る繰延税金

資産又は繰延税金負債の額は修正しないこととしていましたが、当該一時差異に係る繰延税金資産又は繰延税金

負債を取り崩すこととしました。

　当該連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第28号　2022年10月28日）を当連結会計年度の期首から適用しています。当該会計方針の変更は、遡及適

用され、前連結会計年度については遡及適用後の連結財務諸表となっています。

　この結果、遡及適用を行う前と比べて、前連結会計年度の連結損益計算書において「法人税等調整額」が35百

万円増加し、「親会社株主に帰属する当期純利益」が同額減少し、「１株当たり当期純利益」が0.21円減少して

います。また、前連結会計年度の連結貸借対照表において「繰延税金資産」及び「利益剰余金」の残高がそれぞ

れ254百万円増加し、「１株当たり純資産」が1.54円増加しています。さらに、前連結会計年度の期首の純資産に

累積的影響額が反映されたことにより、前連結会計年度の連結株主資本等変動計算書において、「利益剰余金」

の期首残高が289百万円増加しています。

（連結損益計算書関係の注記）

　事業構造改善費用

　当社グループは、ホーム＆パーソナルケア事業における海外事業の構造改革を進めており、本構造改革に伴う

費用及び損失を事業構造改善費用として特別損失に計上しています。その内訳は、中国事業の固定資産譲渡に係

る減損損失4,013百万円、及びトルコの連結子会社エリエール・インターナショナル・ターキーA.S.の株式譲渡に

係る損失見込額3,278百万円です。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注１）

合計
調整額

（注２）

連結財務
諸表計上額
（注３）紙・板紙

ホーム＆
パーソナル

ケア
計

売上高

外部顧客への売上高 355,307 293,064 648,372 23,316 671,688 － 671,688

セグメント間の
内部売上高又は振替高

12,259 1,259 13,518 81,689 95,208 △95,208 －

計 367,567 294,323 661,890 105,006 766,896 △95,208 671,688

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

15,974 △4,087 11,887 2,420 14,307 59 14,367

セグメント資産 439,335 412,031 851,367 73,451 924,818 14,926 939,745

その他の項目

減価償却費 22,440 19,219 41,659 3,464 45,124 － 45,124

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

9,864 19,691 29,555 1,865 31,421 － 31,421

（セグメント情報等の注記）

（セグメント情報）

１．報告セグメントの概要

　当社は、製品別に事業部又は営業本部を配置しており、各事業部又は各営業本部が、取り扱う製品につい

て包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しています。

　生産販売体制や販売先の形態が類似している製品別の事業を集約した結果、「紙・板紙事業」と「ホーム

＆パーソナルケア事業」を報告セグメントとしています。

　当社グループの報告セグメントは、最高意思決定機関において定期的に業績評価を行っている構成単位で

あり、その報告セグメントごとに財務情報が分割して入手可能です。

　「紙・板紙事業」で生産販売している製品は、新聞用紙、印刷用紙、包装用紙、板紙、段ボール、パルプ

等です。「ホーム＆パーソナルケア事業」で生産販売している製品は、衛生用紙、紙おむつ、フェミニンケ

ア用品、ウエットワイプ、ペット用品等です。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計方針

に準拠した方法です。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値です。

　セグメント間の内部売上高及び振替高は、当事者間の協議のうえで決定した価格に基づいています。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

　前連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、木材事業、造林事業、機械事

業、物流事業、売電事業、ゴルフ場事業及び不動産賃貸事業等を含んでいます。

２．調整額は以下のとおりです。

(1）セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、セグメント間取引消去に係る調整額です。

(2）セグメント資産の調整額は、セグメント間取引消去に係る調整額△12,527百万円、報告セグメントに帰属

しない投資有価証券等の全社資産27,453百万円です。

３．セグメント利益又はセグメント損失は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　紙・板紙事業及びホーム＆パーソナルケア事業において、減損損失が発生しました。なお、当該減損損失

の計上額は、当連結会計年度においては、紙・板紙事業で５百万円、ホーム＆パーソナルケア事業で1,306

百万円です。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注１）

合計
調整額

（注２）

連結財務
諸表計上額
（注３）紙・板紙

ホーム＆
パーソナル

ケア
計

売上高

外部顧客への売上高 351,166 295,188 646,354 22,557 668,912 － 668,912

セグメント間の
内部売上高又は振替高

8,053 416 8,469 88,006 96,476 △96,476 －

計 359,219 295,605 654,824 110,563 765,388 △96,476 668,912

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

8,887 △1,367 7,519 2,221 9,740 67 9,807

セグメント資産 421,901 374,632 796,533 72,408 868,941 17,124 886,066

その他の項目

減価償却費 22,091 19,148 41,239 3,575 44,815 － 44,815

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

28,150 4,495 32,646 1,938 34,584 － 34,584

　当連結会計年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、木材事業、造林事業、機械事

業、物流事業、売電事業、ゴルフ場事業及び不動産賃貸事業等を含んでいます。

２．調整額は以下のとおりです。

(1）セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、セグメント間取引消去に係る調整額です。

(2）セグメント資産の調整額は、セグメント間取引消去に係る調整額△11,872百万円、報告セグメントに帰属

しない投資有価証券等の全社資産28,997百万円です。

３．セグメント利益又はセグメント損失は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　紙・板紙事業、ホーム＆パーソナルケア事業及びその他事業において、減損損失が発生しました。当該減

損損失の計上額は、当連結会計年度においては、紙・板紙事業で６百万円、ホーム＆パーソナルケア事業で

9,180百万円、その他事業で61百万円です。なお、当該減損損失のうち4,013百万円は、連結損益計算書の特

別損失の「事業構造改善費用」に含めて表示しています。
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前連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

当連結会計年度
（自　2024年４月１日

至　2025年３月31日）

１株当たり純資産額 1,488円64銭 1,422円46銭

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失（△）

26円89銭 △67円29銭

前連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

当連結会計年度
（自　2024年４月１日

至　2025年３月31日）

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失（△）

親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失（△）
（百万円）

4,472 △11,197

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
又は親会社株主に帰属する当期純損失（△）
（百万円）

4,472 △11,197

普通株式の期中平均株式数（千株） 166,317 166,397

（１株当たり情報の注記）

（注）１．前連結会計年度は、「株式交付信託」及び「持株会信託」が保有する当社株式を、１株当たり当期純利益の

算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めており、また、１株当たり純資産額の算定

上、期末発行済株式総数から控除する自己株式数に含めています。当連結会計年度は、「株式交付信託」が

保有する当社株式を、１株当たり当期純損失の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に

含めており、また、１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式数に含めてい

ます。１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数

は、前連結会計年度968千株、当連結会計年度887千株であり、１株当たり純資産額の算定上、控除した当該

自己株式の期末株式数は、前連結会計年度915千株、当連結会計年度868千株です。

２．前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載してい

ません。当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失であ

り、また潜在株式が存在しないため記載していません。

３．１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりです。

（重要な後発事象の注記）

　該当事項はありません。
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